

１．調査の趣旨

　ＮＰＯ法が施行されて12年が経過し、沖縄県でも459のNPO法人が活動しており、市民の公益的な活動は益々広がりを見せています。しかし、市民からの理解を得て継続した活動を行うことや活動への多様な参加の機会、団体同士の連携、行政との協働など市民セクターとして深めていかなければならない課題も多くあります。

　本調査は、沖縄県内のNPO等が活動基盤を強化するための基礎調査として行うものです。それぞれのNPOが抱え・意識している課題を把握することで、今後の効果的なNPO支援に活用していきたいと考えています。また、2011年度から始まる国の『新しい公共支援事業』※の実施主体となる沖縄県へ参考資料として提示し、NPOのニーズにあった事業が展開されるよう活用いたします。

ご多用中のところ誠に恐縮ですが、本趣旨をご理解の上、アンケートにご協力いただきますようお願い申し上げます。

２．主催・実施団体

　『おきなわ市民活動支援会議』参加団体のうち、以下の機関・団体の協働で実施いたします。
　　・那覇市（ＮＰＯ活動支援センター）（指定管理者：（特活）まちなか研究所わくわく）
　　・（社福）沖縄県社会福祉協議会 沖縄県ボランティア・市民活動支援センター

　　・（特活）沖縄NGOセンター

　　・（財）沖縄県公衆衛生協会 気候アクションセンターおきなわ

　　・一般財団法人みらいファンド沖縄

３．対象団体　　沖縄県内を基盤に活動する、市民公益活動団体

　　　特定非営利活動法人、任意団体（法人格はない）、社会福祉法人、社団法人（一般、公益）、

　　　財団法人（一般、公益）

４．アンケートの回答方法

　　別紙回答様式（Ａ４・３枚）にご記入の上、下記までFAXまたはe-mailにてご返送ください。

　　なお、アンケート回答様式は下記ホームページよりダウンロードできます。

５．回答締切　　２０１１年２月１４日（月）


　

※内閣府「新しい公共支援事業」とは………

これまで行政が独占してきた「公」的領域を開いたり、官民共同で担ったりすることをめざし、ＮＰＯ等の自立的活動を支援する事業。詳しくは、http://www5.cao.go.jp/npc/index.html


以下の設問で該当する箇所に○で囲んで（又は記述で）お答えください。
Ｑ１．あなたの団体についてお聞きします。

＜sq１．団体所在地＞あなたの団体の主たる事務所（事業所）の所在地（市町村名）を教えてくだ

さい。
（　　　　　　　　　　　）

＜sq2．活動分野＞団体の主な活動分野は？　１つだけ選んでください。
	1. 保健、医療、福祉の増進

4. 学術、文化、芸術、スポーツ

7. 地域安全

10. 男女共同参画社会の形成促進

13. 科学技術の振興

16. 消費者の保護
	2.  社会教育の推進

5.  環境の保全

8.  人権擁護又は平和の推進

11. 子どもの健全育成

14. 経済活動の活性化

17. 市民活動・NPO支援
	3. まちづくりの推進

6. 災害救援

9. 国際協力

12. 情報化社会の発展
15. 職業能力の開発又は雇用機会の拡充


＜sq3．組織形態＞　次の中から選択してください。
	１．特定非営利活動法人
	２．社会福祉法人
	３．社団法人（一般、公益）

	４．財団法人（一般、公益）
	５．任意団体（法人格はない）
	


＜sq4．専任スタッフ＞　2009年度にあなたの団体に対し、以下の関わり方をされた方々の人数を教えてください。　※2010年度設立団体は現時点での人数をお書きください。

「有給専任スタッフ」（　　　　　　　　　）人　「無給専任スタッフ」（　　　　　　　　　）人

「理事・会員」　理事（　　　）人、会員（　　　　）人

「それ以外にボランティアなどで関わっている人」（　　　　　　　　　）人

＜sq6．規模＞　年間のおよその財政規模（収入）を、次の中から選択してください。
	１．100万円未満
	２．100万円以上 500万円未満
	３．500万円以上 1000万円未満

	４．1000万円以上 5000万円未満
	５．5000万円以上 1億円未満
	６．1億円以上


Ｑ２．あなたの団体のミッション（使命）を教えてください。


Ｑ３．あなたの団体でQ2を実現するために、必要な資源（人、金、モノ、情報など）はどれくらい必要ですか？

　　例）　（　沖縄にある280校の小学校4年生全員に自然体験プログラムを提供　）するためには、

　　　（　養成プログラムを受けたボランティアが100人　）必要。
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）するためには、
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）必要。

Ｑ４．2年後、あなたの団体が継続的に活動するために、強化したいものは何ですか？

＜sq１．活動基盤整備に関するもの＞　以下から、１つ選んでください。
	１．課題の調査・研究
３．会議の進め方
５．ビジョンづくり

７．その他
	２．事業計画や予算の立て方
４．活動の評価
６．会計・経理


上記の内容を具体的に記入してください

＜sq２．人材に関するもの＞　以下から、１つ選んでください。
	１．会員に関すること　　　
	２．スタッフに関すること

	３．役員（理事・監事など）に関すること
	４．ボランティアに関すること

	５． その他
	


上記の内容を具体的に記入してください

＜sq３．資金に関するもの＞　以下から、１つ選んでください。
	１．会費
	２．寄付

	３．助成金
	４．自主事業

	５．行政委託（実施のための融資）
	６．その他


上記の内容を具体的に記入してください


＜sq４．モノ・施設に関するもの＞　以下から、１つ選んでください。
	１．メールBOXなど団体住所
	２．作業・ミーティングスペース

	３．パソコン・印刷機など活動に必要な機材
	４．専用事務スペース

	５．その他
	


上記の内容を具体的に記入してください

＜sq５．情報に関するもの＞　以下から、１つ選んでください。
	１．活動に必要な情報収集、
	２．紙媒体での発信

	３．インターネット上での発信
	４．マスコミを活用した発信

	５．団体内部の情報管理
	６．その他


上記の内容を具体的に記入してください

Ｑ５．行政と協働するにはどんな協働環境が必要だと思いますか。３つ選んでください。

	１．行政職員のNPOの理解
	２．NPO担当課の設置

	３．協働を進める条例・要綱・指針などの策定
	４．企画段階での意見交換

	５．協働事業の企画提案のしくみ
	６．行政職員の協働に関するスキルアップ

	７．庁内における協働に関する情報共有のしくみ
	８．行政の積極的な情報開示

	９．協働パートナー選定のルールとしくみ

１１．その他
	１０．協働事業の評価


（その他の内容について具体的に記入してください）

Ｑ６．NPO活動が県内で広がっていくために必要だと思うものを３つ選んでください。

	１．団体情報発信データベース
	２．NPOへの寄付しやすい環境整備

	３．他のNPOとの交流・ネットワーク形成
	４．企業など他セクターとの人材交流

	５．市民バンクなど融資のしくみ
	６．NPO活動に関わる制度・施策の一元的な情報提供

	７．その他
	


（その他の内容について具体的に記入してください）

Ｑ７．貴団体の活動分野に限らず、沖縄の課題として重点的に取組むべき分野は何だと思いますか。

＜sq１．分野＞下記から３つ選んで下さい。
	1. 保健、医療、福祉の増進

4. 学術、文化、芸術、スポーツ

7. 地域安全

10. 男女共同参画社会の形成促進

13. 科学技術の振興

16. 消費者の保護
	2.  社会教育の推進

5.  環境の保全

8.  人権擁護又は平和の推進

11. 子どもの健全育成

14. 経済活動の活性化

17. 市民活動・NPO支援
	3. まちづくりの推進

6. 災害救援

9. 国際協力

12. 情報化社会の発展

15. 職業能力の開発又は雇用機会の拡充


＜sq２．課題＞選んだ分野において、重点的な課題は何だと思いますか？


Q８．　最後に、よろしければ、あなたの団体の名称をお教えください。
	


ご協力誠にありがとうございました。
2月14日


回答期限！





　“新しい公共”を育てるための緊急アンケート





↑　FAX：０９８－８６１－５０２９、メール：nahanpo@ybb.ne.jp　


　返送先：那覇市NPO活動支援センター





“新しい公共”を育てるための緊急アンケート





【問合わせ・アンケート返送先】　


那覇市ＮＰＯ活動支援センター　（担当：小阪、宮道）


　〒900-0013　那覇市牧志3-2-10ぶんかテンブス館3階　TEL：０９８－８６１－５０２４


　FAX送信先：０９８－８６１－５０２９　　e-mail：nahanpo@ybb.ne.jp


　ホームページ：http://nahanpo.ti-da.net/
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